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早いもので、今日で１学期前半最後の日を迎
えました。これまで４か月間、子どもたちは、
先生の教えを守り、話をしっかり聞き、友だち
とともに、勉強に運動に一生懸命取り組み、学
力面、体力面、心の面で、大きく成長をするこ
とができました。６月からは熱中症と感染症そ
れに風水害等に配慮しながらの毎日でしたが、
皆様のご理解、ご協力のおかげで、大きな問題
なく、健康や安全に留意して学校生活を送るこ
とができました。心から感謝いたします。ＰＴ
Ａ行事や地域学校協働活動もコロナ禍前に戻り
つつあり、その面でもたくさんのご支援をいた
だきました。今後も職員一同、保護者、地域の
皆様とともに、「行きたい、通わせたい、育て
たい、地域とともにある学校づくり」を推進し
ていきたいと思います。 

【学校の出来事（６月）】 
《学校訪問.》 

６月５日（月）学校訪問がありました。南部
教育事務所から２名、小林市教育委員会から４
名の先生方におこし頂きました。学校経営に対
する協議があり、その後、全クラスの授業参観
及び授業者全員に対して指導・助言をしていた
だきました。本校の教育活動全般について、た
くさんのご示唆をいただくとともに、子どもた
ちや学校のことをたくさんほめていただきまし
た。今回の学校訪問をもとに、さらに目指す学
校像に向かってみんなで力を合わせて前進して
まいりたいと思います。教育委員会の皆様、本
当にありがとうございました。 

 
《田植え》 

６月２０日（火）に、３年生は田植えがあり
ました。営農組合、JA こばやし、たくさんの
地域の皆様や保護者の皆様の協力のもとに活動
が行われました。営農組合長から稲を育てるた
めに必要なこと等についてのお話があり、西諸
県農林振興局（みどりネットワーク）の方から
は、田んぼの役割について説明をしていただき
ました。田植えでは、田植え綱のポイントに合
わせて苗を植えていきましたが、はじめは足元
が悪く思うようにい
きませんでした。し
かし、慣れてくる
と、手際よく植える
ことができるように
なりました。みんな
体中、泥だらけにな
りながらも、夢中に
なって植えていきました！広～い田んぼの半分
を１時間程で植え終わることができました。

《６月参観日》 
６月２２日（木）に６月参観日がありまし

た。学校保健委員会では弁当の日の実践の在り
方、朝食のメニューの２つの柱で協議していた
だきました。弁当の日については、夏休みと冬
休みに行うことになり、朝食については「朝食
に一品増やそう」をテーマに取り組んでいくこ
とに決まりました。３校時と５校時は授業参観
があり、子どもたちの頑張る姿を見ていただき
ました。保護者の皆様の参観時のマナーのよさ
には毎回本当に頭が下がります。いつもご協力
の程ありがとうございます。４校時は夏休みの
水難事故防止に備えて心肺蘇生法講習会を実施
しました。講師として野尻分遣所の方４名にお
こしいただきました。胸部圧迫、ＡＥＤの使い
方等、１つ１つのことを丁寧にご説明いただき
ました。その他、給食試食会や家庭教育学級開
級式も実施されました。盛りだくさんでした。 

 
《見守り隊の皆様との意見交換会について》 

６月２４日（土）、子ども見守り隊の皆様と
の意見交換会が東仲町公民館でありました。本
校管理職のほか、ＰＴＡ会長や副会長、野尻駐
在所長、通学路地域の組長、野尻校区社協委員
の方々にお集まりいただきました。見守りに関
する情報交換や今後の重点事項、会員拡大等に
ついて、意見交換をさせていただきました。子
どもたちの安全な登下校ができるよう今後とも
ご協力のほどよろしくお願いいたします！ 

 
《６月灯の歴史の授業》 

６月２９日（木）、５年生が六月灯の歴史に
ついて学びました。授業では六月灯とは何か？
いつ頃から始まったのか？何を願って行われる
のか？灯籠に何をかくのか？神社との関係は？
等々、一つひとつ丁寧に教えていただきまし
た。毎年、５年生が六月灯の歴史を学ぶこと
で、地域の伝統行事を受け継ぐことの大切さや
地域を愛する心、地域の方々に対する感謝の気
持ちが育っています。六月灯祭りそのものが、
小林市の教育で目指す「自立」「貢献」「感
謝」につながっています。 
 

 
 

校長 柏木 賢 



【学校の出来事（７月）】 
《灯籠づくり》 

７月８日（土）体育館で灯籠づくりがありま
した。民生委員、町づくり協議会、野尻地区友
愛クラブ連絡協議会、小林市役所、ＪＡ、野尻
小 PTA、児童、町内ボランティアの皆さん総
勢約４０名にお集まりいただきました。台紙の
絵までは小学校の児童（１年から６年）が１人
１枚ずつ作成していましたので、今回はその台
紙を貼るための灯籠の木枠と、絵の貼り付けを
地域の皆様にして
いただきました。
皆さん慣れた手つ
きで手際がよく、
約１時間で見事完
成しました。今年
は児童の参加もあ
りました。 

《三校合同家庭教育学級》 
７月１１日（火）午後７時より野尻中学校体

育館で、３校合同家庭教育学級がありました。
家庭教育サポートプログラムチーフトレーナー
の福留健一先生、大角安子先生にお来しいただ
き、「子育ての悩みを語り合おう（思春期の子
どもの悩みから、親子のコミュニケーションの
在り方）」というテーマで、参加型のご講演を
していただきました。グループをつくって子育
ての課題を付箋紙に書いて伝え合い、その課題
の解決に向けて話し合いました。同じ悩みをも
つ親がたくさんい
ることや一緒に解
決策を考えること
で、今まで気づか
なかった新たな視
点からの子育ての
在り方に気づくこ
とができました。 

《六月灯祭り》 
７月１５日（土）野尻小の体育館で六月灯祭

りが行われました。市長をはじめ、多くの来賓
の皆様、地域の皆様、保護者の皆様、児童、本
校職員に参加していただき、今年度３００名を
超える参加者がありました。祭りでは神事の
後、保育園、幼稚園の子ども神輿が会場を練り
歩き、地域の方々の演奏や踊り、ライブなど盛
りだくさんの披露がありました。せんぐまきや
ラムネ早飲み競争等のイベント、お楽しみ抽選
会もあり、会場は盛り上がりました。コスモ―
くんの登場では、子どもたちがとても喜び、ま
わりにたくさん集まりました。六月灯祭りへの
参加は、ふるさとや母校を愛する心が育つとと
もに、地域や保護者に対して感謝する心が育っ
ていると感じます。実行委員会の皆さんは、こ
れまで何度も会議を重ね、当日の開催に向けて
たくさんの準備をしていただきました。「子ど
もたちにこの伝統行事を受け継いでもらうた
め、今後も続けていきたい」との実行委員会の
皆さんの思い、ずっと大切にあたためていきた
いものです。 

《ようこそ、先輩！》 
７月１９日（水）、江戸太神楽を全校で鑑賞

しました。公演をしていただいたのは本校の卒
業生です。仙若（せんわか）という芸名で、本
名は西田英智さんといいます。現在、東京を拠
点に全国や海外で、太神楽曲芸の伝統芸能を公
演して回っておられるようです。今回は傘をつ
かった曲芸を中心に、いろいろな技を見せてく
ださいました。途中体験コーナーの時間もあ
り、職員や代表児童が挑戦し、体育館は熱気ム
ンムン、すごく盛り上がりました。野尻小出身
のプロの曲芸を生で鑑賞し、子どもたちは感動
するともに、先輩の活躍と「世の中の人を楽し
ませたい！幸せを届けたい！」という思いを知
り、将来、自分も夢に向かって頑張っていきた
いという気持ちをもったようでした！ようこそ
先輩！そして、ありがとうございました！ 

【明日より夏休み】 
明日より３４日間の夏休みが始まります。次

のことに特に気を付けて過ごさせてください。 
① 遊びに行くとき、だれと、どこに、何時頃  

帰るのかを伝えること 
→ 遅い時刻まで一人で過ごすことがないよ 

うに各家庭で注意をお願いします。 
② 火遊びは絶対にしないこと 

→花火等する場合は十分ご注意ください。 
③ 危険な遊びはしないこと 

→ 子どもたちがどんな遊びをしているかを
確認の上、けがや事故のないよう注意をお
願いします。 

※ 詳しくは「夏休みの生活のこころえ」をよ
く読まれ、各家庭で健康で安全な生活がお
くれるように話し合ってください。 


